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Ⅰ．はじめに 

 近年、わが国では全国各地において学童に対する野菜摂取の促進をめざした食育が行われてい

る。このような食育を行う場合、学童の野菜摂取量が十分ではないことを把握した上での食育が

望ましいと考えられる。学童個人の習慣的な摂取量を把握するには詳細な食事記録法による食事

調査が必要となる。しかし、食事記録法は対象者の時間や労力面の負担が大きく１）、小学校の食

育の限られた時間の中で行うことは困難である。これまで、わが国における学童の野菜摂取量を

把握するための簡易的な方法について、詳細な食事記録法と比較し、その妥当性を検討した報告

はない。 

Ⅱ．目的 

 本課題では、学童の習慣的な野菜摂取量について、小学校の食育の中で簡便に行い把握するこ

とのできる指標を開発することを目的として次のことを検討する。まず、簡易的な測定法（以下、

簡易測定法と称す）としての指標を設定する。次に、その指標について、食事記録法による食事

調査と比較し、妥当性を検討する。 

Ⅲ．研究方法 

 対象者は青森県内における 1 小学校の学童（５年生）およびその保護者、それぞれ 40 名程度

とした。まず、国外において小児の野菜摂取量測定用に開発された簡易測定法および国内におい

て成人の野菜摂取量測定用に開発された簡易測定法についてのレビューを行い、簡易調査項目を

検討した。次に、秤量法による非連続の 3 日間（平日２日、休日 1 日）の食事記録調査を実施す

ることとした。なお、両調査は比較ができるようにともに記名式とした。調査の流れは、まず、

対象者に対し説明会を開催し、食事調査における秤量・記録の方法について説明するとともに、

各家庭に卓上デジタルホームスケール等の計量機器を配布することとした。その後、食事記録調

査を実施し、小学校にて調査票を回収し、その直後に管理栄養士が調査票の食事内容を確認して、

記録不十分の点について電話等で確認することとした。食事調査の２週間後、簡易測定法による

質問紙調査を行い、さらに、その 1 週間後に同調査を行い再現性の確認をすることとした。なお、

すべての調査は季節の変化による野菜摂取量の変動を考慮し、春夏秋冬の４回、同じ調査を実施

することとした。倫理的配慮としては、調査の実施に際し、学校長へ調査の依頼書を配布・説明

し、対象者への説明会を開催し、調査の目的、内容、方法、調査協力は任意であること、調査か

らの離脱の自由、離脱によって不利益を受けないこと、結果の公表等について十分に説明し、調

査に対する理解と参加の同意を得たうえで署名を得ることとした。その後、同意を得られた対象

者に対し、調査の依頼書および調査用紙を配布する。調査終了後には、栄養素摂取量および野菜

摂取量等について管理栄養士が評価し結果をフィードバックすることとし、調査中および終了後

でも調査内容等に関する質問がある場合は、研究代表者がいつでも対応することとした。得られ

たデータはすべて ID 化し個人が識別できない形で分析・管理することとした。 

Ⅳ．結果および考察 

 学童の野菜摂取量を測定するための簡易測定法の指標について、国内において成人の食事摂取
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量測定用（野菜摂取量の測定も含む）に開発された簡易測定法および国外において小児の野菜摂

取量測定用に開発された簡易測定法に関するレビューの結果、国外における小児用に開発された

簡易測定法については十分な妥当性が確認されたものはなかった。また、国内における成人用に

開発された簡易測定法については妥当性が確認されているものもあり、野菜については野菜の食

材の項目に加えて、野菜を含む複合料理の項目を含んでいた。国外において成人用に開発された

簡易測定法に関するレビュー２）においても、野菜摂取量を測定するための簡易測定法の妥当性を

高めるためには、①野菜を代表する項目を適当数含むこと、②ポーションサイズをたずねること、

③野菜を含む複合料理の項目を含むことであると述べられていた。これらをふまえ、簡易測定法

の質問紙項目を検討し、上述の調査を予定し準備を進めていたが、2011 年 3 月に Kobayashi et al

３）により小児（3〜11 歳）用の食物摂取頻度調査法（FFQ）の開発に関する発表がされた。この

FFQ には野菜摂取量を測定するための項目も含まれており、十分な妥当性および再現性が報告さ

れた３）。そのため、研究の遂行にあたり、この先行研究結果をフィージビリティした方がよりよ

い状況となったため、研究の計画を変更しプロトコル作成を行った。 

 具体的なプロトコルとしては、Kobayashi et al３−４）が発表した食事記録調査データ中の野菜摂

取量データと、小児用 FFQ（75 項目）データ中の野菜に関する項目データを比較し、その一致

度を調べる。これにより、野菜摂取量のみを把握したい場合に FFQ の 75 項目をすべて調査しな

くても野菜に関するいくつかの項目のみを調査すれば十分に野菜摂取量の把握ができるかどうか

がわかる。また、Kobayashi et al３−４）の FFQ は 1 季節のみの検討であり、季節別の調査はされ

ていない。そこで、春夏秋冬の４季節において秤量法による食事記録調査および野菜項目の FFQ

を実施し、季節別の妥当性および再現性の調査を実施する。調査は、当初予定していた実施方法

と同様の流れで実施する。Kobayashi らの研究班へ、データ利用の依頼準備を進めているところ

である。 
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